
み
よ
し

行
川
市
一
二
は
、
明
治
三
七
年
に
広
島
県
一
一
一
次
中
学
校
に
入
学
し
(
叔
母
の
家
に
寄

的
。
〉
、
途
巾
、
三
九
年
に
一
年
休
学
し
て
、
四
三
年
に
川
校
を
卒
業
し
て
い
る
。
か

れ
が
、
第
一
ぃ
口
川
市
3
学
校
時
代
に
、
『
一
尚
校
友
会
雑
誌
』
に
の
せ
た
文
章
は
、
『
愛

と
必
識
と
の
山
発
』
の
ぽ
か
に
収
め
ら
れ
て
い
て
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
か
れ

は
、
乙
の
三
次
中
学
時
代
に
も
、
す
で
に
、
か
伝
h
，
の
文
章
を
書
い
て
発
表
し
て
い
る
。

そ
れ
ら
は
、
ド
い
に
、
三
次
中
学
校
校
友
会
雑
誌
『
巴
峡
」
、
お
よ
び
、
同
校
内
の

川
町
雑
誌
『
内
帆
』
に
の
せ
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
す
で
に
よ

く
訓
行
ぶ
れ
て
い
て
、
議
設
社
の
『
現
代
日
本
文
学
全
集
必
』
の
ぽ
か
の
辻
橋
三
郎

氏
作
制
「
A
M
川
行
一
二
作
譜
」
に
も
、
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
念
の
た
め
、
い
ま
、

そ
れ
を
わ
い
ぶ
ぷ
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

別
的
一
二
八
年
つ
-
次
巾
学
二
年
生
)

「
ぃ
引
は
忍
耐
勉
強
に
あ
り
」
(
『
巴
峡
』
第
九
号
、
四
月
)

「
在
中
川
一
刻
」
(
『
白
帆
』
第
六
巻
第
三
号
、

川
治
一
一
一
九
年
(
巾
学
三
年
|
休
学
)

「
圧
の
脚
色

明
治
問

O
節
〈
叩
学
三
年
)

郷
土
作
家

資
料
紹
介

倉
田
百
三

「
都
の
友
に
」

解

説

(
『
巴
峡
』
第
十
号
、

ほ

か

磯

員

英

夫

短
歌
六
首

明
治
四
一
年
(
陪
学
四
年
)

(
『
巴
峡
』
第
十
一
号
、
九
月
)

「
呪
ふ
べ
き
星
墓
主
義
」

じ
月
〉
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(
『
巴
峡
』
第
十
二
号
、

明
治
四
二
年
(
申
学
五
年
)

「
新
緑
」

競
点
英
文
相
訳
「
ア

1
ブ
!
と
馬
」

短
歌
七
首

(
『
巴
峡
』
第
ム
-
二
旬
、

九
月
)

注
2 

(

〉
(

)

 

辻
橋
年
譜
に
、
四
二
年
に
「
日
本
現
今
の
情
勢
と
教
育
方
針
」
と
い

う
文
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
他
人
の
文
章
で
、
あ
や
ま
り
。

『
白
帆
』
は
、
現
在
、
三
次
高
校
に
は
こ
の
一

mmだ
け
保
存
せ
ら
れ

て
い
る
。
和
紙
、
全
員
悪
書
、
絵
と
写
真
が
数
葉
は
さ
ま
れ
て
お
旬
、

百
三
よ
り
三
年
上
の
申
村
憲
吉
が
、
小
説
・
悶
筆
・
短
歌
・
を
の
せ
て
い

る。

fiil nu 

注

五
月
〉

一O
月
)

百
三
は
、
こ
れ
ら
に
、
紫
水
・
百
奴
な
ど
の
号
を
使
っ
て
い
る
。

以
上
の
ほ
か
、
伊
治
三
九
年
九
月
の
『
秀
才
文
壇
』
第
六
巻
第
十
九
号
代
、
百
三

注
3 

の
投
稿
文
三
編
「
都
の
友
に
」
・
「
燈
台
守
」
・
「
桔
梗
の
花
」
が
の
っ
て
い
る
の



を
、
以
近
見
つ
け
る
ζ

と
が
で
き
た
。
そ
れ
で
、
乙
乙
で
は
、
そ
の
三
編
に
、

峡
』
の
二
一
嗣
を
加
え
て
紹
介
す
る
。

ん
け
い
山
百
三
の
、
こ
れ
ら
の
、
申
学
時
代
の
文
章
は
、
全
体
と
し
て
決
し
て
個
性
の

強
い
も
の
で
は
な
い
。
ま
ず
は
、
平
均
的
な
秀
才
一
文
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。
独

自
性
よ
り
も
申
学
生
と
し
て
の
一
般
性
が
強
い
わ
け
で
、
こ
れ
は
、
一
応
、
年
齢
の

内
然
と
百
う
べ
き
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
よ
く
見
れ
ば
、
後
年
に
貫
流
す
る
倉
田
的
感

傷
性
が
す
で
に
こ
乙
に
い
ち
じ
る
し
い
の
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
乙
の
時
期
の

か
れ
の
成
長
打
点
ち
も
う
か
が
わ
れ
て
、
興
味
が
あ
る
。

中
学
二
年
時
の
「
事
は
忍
耐
勉
強
に
あ
り
」
は
、
表
題
の
一
示
す
と
お
り
に
、
い
か

に
も
叩
学
生
ら
し
い
、
倫
理
的
な
文
章
で
あ
る
。
お
な
じ
年
の
美
文
「
春
宵
一
刻
」

は
、
お
そ
ら
く
こ
う
い
う
も
の
の
は
じ
め
て
の
執
筆
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
「
美
人

の
天
気
処
女
の
風
う
ら
hF
か
な
る
春
の
日
や
実
に
宜
な
る
か
な
面
を
吹
い
て
寒
か
ら

ず
扮
柳
の
風
と
は
、
」
と
い
う
お
も
し
ろ
い
文
章
で
は
じ
ま
る
も
の
で
、
あ
と
に
、

次
の
よ
う
な
朱
筆
の
評
が
書
か
れ
て
い
る
。

「
句
句
の
間
章
段
の
間
往
々
に
し
て
前
後
呼
応
せ
ざ
る
処
あ
り
て
散
漫
の
誹
を
免

れ
能
は
ず
と
難
時
に
佳
句
麗
語
の
賞
す
べ
き
も
の
な
き
に
あ
ら
ず
一
再
の
鍛
錬
を
経

ば
読
ひ
べ
き
の
文
と
な
ら
ん
」

こ
れ
に
く
ら
べ
る
と
、
翌
年
の
、
こ
こ
に
の
せ
た
『
秀
才
文
壇
』
誌
上
の
三
文
と

「
夏
の
嬉
」
と
は
、
ま
こ
と
に
進
境
の
い
ち
じ
る
し
い
も
の
が
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

特
に
、
「
夏
の
曙
」
の
後
評
に
は
、
「
文
の
光
彩
に
射
ら
れ
て
記
者
は
朱
筆
を
投
じ

ぬ
」
と
あ
旬
、
「
春
宵
一
刻
」
の
評
と
読
み
く
ら
べ
る
と
お
も
し
ろ
い
。
乙
の
年
の

文
章
に
は
、
明
ら
か
に
、
麓
花
の
『
自
然
と
人
生
』
の
影
響
が
顕
著
で
あ
る
が
、
こ

の
屈
の
美
文
と
し
て
、
こ
れ
ら
は
、
か
な
り
よ
く
で
き
た
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

乙
の
三
九
年
と
い
う
年
は
、
か
れ
に
と
っ
て
、
少
年
期
か
ら
青
年
期
へ
の
飛
躍
の

年
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
都
会
風
俗
へ
の
あ
乙
が
れ
と
文
学
へ
の
耽
溺
に
よ
っ
て
、

『巴

年
休
学
し
て
、
尾
道
の
姉
の
家
に
身
を
寄
せ
た
と
い
う
。
そ
の
「
文
学
一
が
ど
う
い

う
も
の
で
あ
っ
た
か
が
問
題
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
、
こ
の
四
つ
の
文
章
は
ほ
ぼ
必

像
さ
せ
て
く
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
い
う
、
感
傷
的
美
文
を
巾
心
と

す
る
文
学
意
識
は
、
当
時
の
文
学
青
年
K
ほ
ぽ
共
通
の
も
の
で
あ
つ
に
と
育
っ
て
よ

乙
の
一
年
休
学
と
い
う
事
態
は
、
一
高
時
代
以
後
の
か
れ
の
大
き
な
動
揺
初
俸
の

走
行
の
よ
う
な

8
の
を
感
じ
さ
せ
る
が
、
こ
れ
ら
の
作
品
を
読
め
ば
、
そ
れ
は
、
と

り
わ
け
で
内
面
的
な
根
の
あ
る
も
の
で
も
な
か
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
復
学

後
の
「
現
ふ
べ
き
星
蓋
主
義
」
が
、
た
い
へ
ん
健
全
で
、
常
識
的
な
も
の
で
あ
る
こ

と
も
、
そ
れ
で
理
解
で
き
る
。

だ
が
、
乙
こ
に
は
、
自
分
の
な
か
の
星
革
派
的
な
感
傷
性
を
否
定
し
よ
う
と
す
る

モ
チ

I
寸
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
こ
に
、
一
つ
の
精
神
の
劇
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
も
っ
と
も
、
乙
の
前
後
に
は
、
明
星
調
の
短
歌
も
発
表
し
て
い
て
、
そ
れ
は
、

劇
と
い
う
よ
り
、
精
神
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
た
と
い
う
程
度
に
考
え
る
方
が
実
態
に

近
い
で
も
あ
ろ
う
が
、
乙
の
問
題
が
、
や
が
て
、
高
校
に
入
っ
て
か
ら
、
姿
を
か
え

て
、
も
う
す
ζ

し
深
酷
な
か
た
ち
で
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
を
、
私
た
ち
は
見
る
乙
と

-47ー

に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
文
章
の
上
に
、
歴
史
的
伝
青
春
の
書
『
愛
と

認
識
と
の
出
発
』
の
前
史
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

『
巴
峡
』
と
『
白
帆
』
の
披
見
に
は
、
三
次
高
校
教
諭
橋
文
春
君
の
世
話
に

な
っ
た
。
記
し
て
、
感
謝
の
意
を
表
す
る
。



都

友

の

広
島
県
立
三
次
中
学

倉

田

百

懸
花
筒
の
棺
伊
の
花
紫
に
匂
ふ
綾
究
の
窓
、
欄
を
繰
る
残
月
の
淡
明
り
に
、
懐
か

し
き
世
相
が
麗
は
し
き
水
茎
mu
跡
を
辿
り
て
、
紙
上
に
玉
走
る
其
惰
の
露
を
掬
し
申
し

4汐
迦
閑
の
丘
に
訣
別
の
一
波
を
揮
ふ
て
己
に
三
星
霜
、
岩
瀬
川
の
長
堤
に
響
く
汽
笛
の

一
段
、
初
得
ふ
畑
mr
名
残
を
止
め
て
、
雲
隠
れ
に
し
君
々
き
窓
の
夜
半
の
月
、
如
何

に
寂
び
し
く
候
ひ
け
ん
淡
路
し
ま
通
ふ
千
鳥
の
暗
く
撃
は
狭
霧
の
影
に
幽
け
く
し
て
、

月
日
き
佼
、
懐
か
し
き
君
が
清
秀
の
英
姿
mr
幻
影
は
、
夜
半
ml
夢
民
我
が
狐
枕
を
訪

れ
て
、
擦
紗
の
如
何
に
君
と
語
り
し
こ
と
も
候
ひ
し
が
、
今
や
幻
を
素
の
現
に
、
か
え

し
て
、
同
窓
の
友
数
輩
、
一
一
砲
の
青
燈
に
若
を
圏
ん
で
、
興
あ
る
都
の
話
し
に
欝
を

桃
は
ん
日
の
近
か
る
べ
き
を
想
ひ
て
、
歓
喜
の
情
は
濠
々
と
し
て
胸
裡
に
溢
れ
申
し

紅

v
。内
心
引
の
乳
育
、
工
場
の
笛
替
、
煙
突
の
濠
畑
、
高
丈
の
紅
塵
裡
に
汲
々
た
り
し
若

の
、
砂
漠
争
旅
す
る
客
の
緑
地
に
潜
望
す
る
が
如
く
日
夜
憧
慣
れ
給
ふ
故
郷
の
美

し
き
景
色
を
、
水
な
き
虫
の
小
川
の
水
車
の
廻
は
ら
ぬ
筆
の
穂
先
代
秘
め
て
、
い
ぎ

〉
ら
ば
お
の
膝
下
に
泰
ら
人
哉
。

れ
よ
/
懐
か
し
き
君
よ
/
街
し
宕
が
幽
麗
な
る
想
像
の
麹
に
乗
り
て
三
年
ぶ
り
、

思
出
多
き
我
が
A
H
U

衡
の
欄
に
街
れ
よ
、
欄
花
街
り
て
清
浄
絵
の
如
き
山
川
の
景
色
を

眺
め
給
ふ
べ
し
。

緑
色
濃
き
青
葉
山
、
鳥
居
寂
び
た
る
鎮
守
の
社
、
長
蛇
鰭
る
巴
橋
、
森
、
畑
、
畷
、

茅
説
、
炊
煙
、
な
ど
慕
郷
の
念
に
燃
ゆ
る
が
如
き
君
が
限
の
レ
ン
ズ
に
映
じ
て
は
、

い
づ
れ
か
思
出
の
額
と
な
り
給
は
ぎ
る
べ
き
。
満
自
の
緑
野
を
貫
ぬ
き
て
、
一
綾
捺

々
た
り
銀
蛇
の
流
、
氷
輪
早
瀬
に
た
ば
し
る
波
路
を
樹
立
て
h
舟
一
葉
あ
り
。

君
よ
想
ひ
出
多
か
ら
ず
や
、
今
し
白
蓄
額
く
づ
る
』
波
音
と
和
し
て
、
寂
び
れ
し

空
気
を
ふ
る
は
し
つ
h
、
優
し
き
歎
乃
の
波
を
這
ふ
は
、
三
巴
名
物
と
謡
は
れ
し
、

輿
作
爺
が
自
慢
の
そ
れ
に
て
候
。

ハ
モ
ニ
カ
の
整
響
く
松
原
三
里
、
狭
霧
の
影
に
見
え
っ
、
隠
れ
つ
、
監
を
行
く
良

夫
の
か
つ
げ
る
鍬
尖
の
朝
日
に
濁
や
き
て
見
ゆ
る
も
輿
あ
る
べ
く
候
。
キ
イ
、
キ
ィ
、

と
緩
る
や
け
き
靴
音
を
響
か
せ
て
、
絶
え
ず
ザ
ア
ザ
ア
と
臼
雲
を
吐
く
水
準
の
幾
廻

り
に
、
紅
薫
じ
来
る
東
の
空
、
流
る
h

朝
雲
絢
燭
と
し
て
、
森
燃
え
ぬ
、
野
燃
え
ぬ
、

畑
燃
え
橋
燃
え
紅
色
森
昭
和
高
象
に
流
れ
て
、
川
を
昇
る
白
帆
も
#
債
務
色
に
染
み
ぬ
、

鎮
守
mr
森
を
飛
び
出
で
し
鳶
-
羽
、
天
そ
』
る
泉
法
寺
の
搭
の
上
に
輸
を
詮
き
し
が
、

忽
ち
流
れ
て
矢
の
如
く
、
金
色
の
光
を
羽
に
ふ
く
み
て
、
憂
々
た
る
羽
音
は
南
小
空

に
消
え
申
し
候
。
か
く
の
如
き
幽
厳
の
風
色
の
、
盛
飛
び

E
ふ
都
の
巷
に
見
得
べ
く

候
ふ
か
、
決
し
て
、
決
し
て
、
と
三
庭
叫
び
し
我
は
、
坐
ろ
自
慢
の
鼻
の
高
き
を
覚

え
候
。
君
よ
、
麓
荻
露
白
き
小
川
の
達
、
朝
顔
ml
花
咲
く
僚
の
外
に
た
》
ず
み
給
は

、
三
、
機
織
る
筆
の
、
ち
ゃ
ん
か
ら
か
ら
と
共
に
美
し
き
優
し
き
歌
替
の
、
緩
る
や
け

き
音
波
の
刺
撃
に
感
じ
て
君
は
悦
惚
た
る
べ
く
候
。
君
よ
歌
曲
官
の
主
を
誰
れ
と
思
川
口

し
給
ふ
ぞ
、
暫
ら
く
秘
め
て
我
は
言
は
じ
、
只
、
色
白
く
豊
頬
の
林
檎
色
滋
え
し
麗

は
し
き
凹
み
の
愛
矯
溢
ふ
れ
て
、
都
の
空
仰
ぎ
で
は
指
か
Y
の
ふ
乙
女
と
の
み
知
り

侯
ふ
べ
し
、
書
き
終
は
り
て
筆
を
投
げ
つ
、
顧
み
れ
ば
蜘
妹
の
糸
引
く
臼
墜
に
、
制

く
幽
き
審
書
の
跡
/
紀
念
多
か
ら
ず
や
君
、
関
れ
疾
く
/
疾
く
/
疾
く
U
H
-

(
明
治
三
九
年
九
月
『
秀
才
文
壇
』
六
巻
十
九
号
、
日
用
文
第
三
賞
〉
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燈

聾

守
広
島
県
立
三
次
中
学
内

d品、

居

田

白

幻

淡
路
島
通
ふ
千
鳥
の
怖
く
替
は
幽
に
狭
霧
の
影
に
淡
れ
て
、
騰
ろ
に
か
す
む
海
原

の
、
男
波
女
波
の
須
磨
の
灘
、
波
千
里
、
月
蔦
里
、
畑
、
波
は
匂
ふ
断
農
は
白
蓄
積
く

づ
る
L
波
の
花
を
散
ら
し
っ
、
遠
く
近
く
絶
え
間
な
く
、
崖
う
つ
波
音
保
々
と
し
て

悲
慾
の
枕
に
落
つ
。
熱
、
涙
務
泥
た
る
会
の
中
、
胸
に
沸
き
来
る
怨
恨
の
情
、
憤
怒
の

恕
に
か
ら
れ
て
幾
庶
か
、
悩
み
つ
、
悶
え
つ
、
絶
え
難
な
の
憂
愁
を
空
吹
く
風
に
排

マ
マ

は
人
と
、
会
を
断
り
、
窓
を
推
し
て
、
涙
熱
々
る
た
眼
に
遠
き
波
路
を
眺
め
ぬ
。
百

尺
の
燈
事
、
夜
気
水
の
如
し
。
暗
唱
血
涙
玉
走
る
我
が
袖
に
吹
く
か
無
情
の
夜
半
の
嵐
、

波
立
回
目
く
海
は
寂
び
れ
て
一
輸
の
日
光
、
夢
よ
り
も
淡
し
。

流
れ
清
き
』
吉
野
川
の
傍
、
撃
の
香
失
せ
や
ら
ぬ
桧
の
扉
、
白
壁
の
家
、
麗
は
し
き

蕎
務
の
花
垣
の
下
、
乳
母
車
に
可
愛
き
夢
国
か
に
結
び
つ
弘
、
頬
の
回
み
の
美
し
か

り
け
る
我
の
、
願
思
は
ぎ
り
き
恩
は
ぎ
り
き
、
自
沫
山
石
を
噛
む
所
、
絶
海
の
孤
島
の

煩
肇
守
と
な
り
て
、
一
塊
の
種
穫
を
身
花
園
睦
ひ
、
泣
き
、
悶
え
、
恨
み
、
悲
し
み
て
、

秋
風
落
線
と
し
て
空
し
く
波
路
の
月
に
泣
か
ん
と
は
/
紫
匂
ふ
董
の
花
代
、
優
し
き

雄
葺
雌
葺
の
甘
き
快
楽
の
夢
に
、
憧
僚
る
、
胡
醐
の
麹
に
、
さ
り
と
は
荒
き
雨
よ
風

ママ

ょ
、
空
患
の
花
空
し
く
現
賓
の
嵐
に
散
り
て
光
明
は
出
惣
じ
て
暗
黒
と
化
し
ぬ
。
晴
、

p
f
A
 

青
春
の
夢
残
り
ぽ
に
消
え
果
て
、
惜
し
め
共
、
惜
し
め
共
、
時
の
流
早
く
し
て
春
や

苦
し
の
春
に
は
あ
ら
じ
。

夢
か
夢
に
非
じ
、
幻
か
幻
に
非
じ
、
天
言
は
ず
、
地
語
ら
ず
、
心
な
の
風
空
し
く

松
の
梢
に
愁
帽
の
楽
を
奏
で
¥
沈
め
る
空
は
月
色
陪
く
、
須
磨
寺
の
鐘
撃
か
す
か

に
、
段
々
と
し
て
水
を
渡
り
て
響
く
の
み
。

忽
如
/
燦
燭
た
る
舷
燈
の
光
は
、
向
ふ
に
霞
む
狭
努
を
透
し
て
輝
き
つ
、
ゆ
控
た

み
づ
ち

る
波
路
を
ス
ク
リ
ウ
の
蹴
る
に
ま
か
し
て
、
数
頭
の
銅
酬
を
舷
に
葦
き
つ
h

徐
に
進

み
来
り
ぬ
。

右
に
左
に
青
く
紅
く
閉
山
々
と
し
て
回
縛
す
る
我
が
燈
肇
の
光
に
、
航
路
を
定
め
つ
¥

濠
々
た
る
臼
姻
を
空
に
吐
き
て
、
沖
を
廻
ぐ
り
て
員
一
文
字
、
は
る
け
き
山
影
に
隠

れ
し
が
、
擦
が
て
玲
々
た
る
汽
笛
の
響
は
、
品
陣
頭
を
水
に
流
し
ぬ
。
瞭
、
汽
船
は
障

り
な
く
港
に
着
き
け
る
也
、
我
は
言
ふ
べ
か
ら
ざ
る
快
感
の
胸
裡
に
溢
ふ
れ
て
結
ぱ
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れ
し
悩
み
の
淡
ぎ
し
を
覚
え
ぬ
。

畑
を
残
し
、
姻
を
吐
き
て
往
く
舟
、
来
る
舟
の
危
き
船
路
の
暗
冥
に
唯
一
の
光
明

を
輿
ふ
る
我
が
職
務
の
、
重
く
、
清
く
、
祭
あ
る
を
我
は
今
更
に
感
じ
ぬ
。

月
傾
き
て
、
漂
締
高
里
の
波
臼
し
。
淡
霧
揺
曳
す
る
山
の
端
に
、
燦
燐
と
し
て
輝
ゃ

く
星
一
つ
、
何
等
神
秘
の
黙
指
を
我
に
暖
か
ん
と
は
す
る
か
。

四

月
澄
み
、
星
瞬
き
て
、
演
の
松
風
涼
し
く
神
秘
の
譜
を
奏
す
る
此
廃
淡
路
島
の
千

丈
の
巌
角
、
夜
は
更
け
て
蔦
績
寂
と
し
て
松
葉
を
停
ふ
白
露
の
小
々
音
幽
け
き
時
、

窓
を
聞
き
欄
に
僑
っ
て
、
清
浄
神
の
如
き
天
地
に
針
す
。

マ
マ

清
い
よ
/
¥
澄
み
て
神
霊
の
岬
噴
き
那
愛
よ
り
か
幽
け
く
耳
に
入
ら
ん
時
、
我
魂
悦



惚
と
し
て
弊
を
離
れ
、
現
賓
の
罷
鮮
を
解
脱
し
、
月
と
語
り
、
星

ι見
え
て
糊
模
た

-
』

-vhd

り
、
深
締
た
り
、
蜘
附
巌
な
る
自
然
の
情
と
同
化
し
去
り
て
、
魂
は
飛
び
ぬ
天
空
十
寓

三
十
盟
屋
の
鎖
。
楽
し
か
ら
ず
や
、
天
地
を
枕
会
と
し
て
、
清
嵐
鮫
月
の
簡
に
起
臥

す
。
銭
に
限
り
、
風
に
究
め
て
五
星
霜
、
日
一
氏
幽
巌
の
日
の
出
を
仰
ぎ
夕
に
燦
燭
の

犀
斗
を
眺
む
。
苔
蒼
き
厳
頭
に
立
ち
て
自
に
噺
ぷ
け
ば
、
木
業
を
渡
る
頒
々
の
音
愈

冴
え
て
、
波
の
花
散
る
陣
取
下
に
は
、
玲
磯
清
き
「
神
秘
の
譜
」
。

五

一
庭
光
明
失
ひ
た
る
我
は
、
更
に
/
く
¥
清
く
麗
は
し
く
明
ら
か
な
る
光
明
を
漂
栂

の
仰
に
認
め
た
り
。
暗
唱
、
幸
深
か
き
我
な
る
哉
/
臼
沫
岩
を
噛
む
所
、
絶
海
の
孤
島

の
燃
喜
一
守
て
ふ
境
遇
に
安
ん
じ
て
、
ロ
ハ
管
清
き
冥
想
に
耽
ら
ん
哉
。

涼
風
爽
然
、
胸
裡
の
乱
麻
を
排
ふ
て
、
盛
心
洗
ふ
に
よ
し
汀
の
白
波
、
空
に
は
星

斗
愈
/
¥
澄
み
ぬ
。
(
明
治
三
九
年
九
月
『
秀
才
文
壇
』
六
巻
十
九
号
、
美
文
秀
逸
)

桔

の

旗

梗

三
次
中
学

倉

幻

田

白

本
能
寺
暗
揺
れ
て
飛
ぶ
や
流
星
、
遠
く
近
く
絶
え
間
な
く
鳥
時
の
音
は
憂
々
と
し

て
、
衛
士
の
疲
覚
の
枕
に
落
つ
。
欄
に
登
り
て
遥
に
望
め
ば
、
ほ
の
ぼ
の
と
白
む
東

う
す

雲
の
空
に
輝
く
は
宵
の
屋
、
関
く
は
鎗
の
鉾
、
揺
曳
く
淡
霧
を
つ
ん
裂
き
て
桔
梗
の

と

族
出
。
つ
/
鎗
お
つ
繋
っ
て
叫
ぶ
蘭
丸
「
明
智
殿
・
:
:
:
・
謀
叛
」

ハ
明
治
三
九
年
九
月
『
秀
才
文
壇
』
六
巻
十
九
号
、

五
行
文
学
〉

夏

の

曙

倉

田

百

白
露
涼
し
き
夏
の
震
な
り
き
。

岩
ば
し
る
清
水
の
濠
々
た
る
細
援
に
夢
破
れ
し
我
は
、
梢
を
は
ら
ふ
楓
々
の
松
風
に

衣
の
袖
を
揺
ら
せ
つ
¥
淡
霧
樹
影
を
軍
む
る
松
原
の
辺
に
仕
切
復
ひ
ぬ
、
淡
紫
の
神

秘
の
雄
、
綴
携
す
る
東
の
空
、
明
星
の
昨
疲
れ
て
光
淡
は
く
、
一
輪
の
残
月
丘
の
松

葉
に
葉
隠
れ
て
、
青
光
夢
よ
り
も
淡
し
。
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草
葉
に
結
ぶ
白
露
を
庭
下
取
に
蹴
立
て
¥
我
は
歩
を
川
辺
に
移
し
ぬ
。
今
し
明

け
離
れ
ゆ
く
大
空
、
雲
の
往
き
交
ひ
急
は
し
く
、
涼
風
き
は
や
か
に
働
々
の
梢
に
微

妙
の
楽
を
奏
て
て
、
野
や
、
山
や
、
森
や
、
村
や
、
尚
夢
の
如
く
杏
紗
た
り
。
さ
れ

ど
も
見
よ
、
東
天
漸
く
紅
を
増
し
て
群
雲
乱
る
』
所
鮮
紅
燃
え
人
と
し
、
七
彩
の
雲

絢
欄
と
し
て
自
を
舷
せ
ん
と
す
る
を
。
紅
の
雲
、
あ
る
は
麗
は
し
き
桃
色
の
雲
々

理
強
く
づ
る
、
燦
光
は
蒼
天
に
絢
燭
の
鰻
幕
を
懸
け
て
、
万
象
に
流
る
、
〉
紅
蓄
積
の

燃
ゆ
ら
ん
色
の
麗
は
し
き
哉
。
暁
の
男
神
、
破
邪
の
剣
を
閃
め
か
し
て
、
争
ふ
魔
雲

を
挽
ひ
散
ら
せ
ば
、
千
条
万
条
の
金
綾
の
征
矢
、
一
斉
に
映
射
し
て
、
森
羅
万
象
の

夢
忽
然
と
し
て
覚
め
、
に
は
か
に
勇
ま
し
く
復
活
せ
ん
と
す
。
稽
荘
厳
な
る
哉
曙
/

清
浄
な
る
か
な
夏
の
朝
/
我
魂
今
朝
は
し
も
悦
惚
体
を
離
れ
、
混
沌
と
し
て
、
天
地

と
同
化
し
、
精
霊
鵠
裡
に
脱
し
去
ら
ん
と
し
て
模
糊
た
り
、
白
麹
に
御
し
て
夢
幻
の

境
庁
札
初
復
ひ
ぬ
。



夜
は
明
け
た
り
。
日
影
麗
は
し
く
銀
杏
の
梢
に
か
h

り
て
、
釜
ゆ
る
山
の
、
繁
れ

る
森
の
、
樹
の
、
宮
の
、
鳥
の
、
態
々
の
影
は
地
に
長
く
、
細
く
、
黒
し
。
仰
げ
ば

清
き
議
顔
色
の
大
空
に
は
、
臼
象
庁
札
似
た
る
一
突
の
雲
麗
は
し
く
流
れ
て
、
天
そ
』

る
五
輪
の
あ
ら
』
ぎ
の
頂
に
は
、
鳶
一
羽
、
心
地
よ
げ
に
輸
を
童
き
つ
L
飛
べ
り
。

見
渡
す
苦
々
た
る
平
野
は
早
苗
の
緑
波
寄
せ
っ
、
返
し
っ
、
畷
を
辿
る
乙
女
の
紅
の

綬
、
管
の
笠
は
淡
霧
に
隠
れ
て
、
朗
ら
か
な
る
齢
歌
の
み
幽
に
聞
ゆ
、
縁
滴
る
青
葉

若
葉
は
丘
よ
り
野
代
、
野
よ
り
森
に
、
森
よ
り
里
に
連
ら
な
り
繁
り
て
、
清
浄
神
の

如
き
轄
の
景
色
は
、
神
霊
薫
ず
る
眼
の
レ
ン
ズ
を
透
し
て
、
宛
然
と
し
て
一
一
帽
の
絵

の
如
し
。
炊
姻
緩
々
と
し
て
昇
る
松
原
の
辺
り
、
柘
摺
の
花
、
臨
慨
に
乱
る
る
茅
屋
の

影
、
一
綾
捺
々
と
し
て
幽
に
響
く
笛
の
主
や
誰
れ
?

隅
の
寂
官
民
を
つ
ん
ぎ
く
笛
の
、
微
妙
な
る
響
き
に
、
暫
し
悦
惚
と
し
て
夢
路
を
辿

る
我
が
顔
に
、
黙
々
と
し
て
落
つ
る
は
清
き
松
葉
の
雫
、
流
緩
や
け
き
小
川
の
水
面
一
、

さ
h
魚
躍
る
か
溌
剰
と
し
て
声
ゐ
り
。

四

青
葉
影
、
校
慢
の
一
声
聞
ゆ
。

滋
波
し
づ
か
に
紺
碧
の
色
を
湛
え
て
、
眺
め
は
広
し
三
里
の
湖
/
神
寂
び
た
る
丹
朱

の
鳥
居
、
葦
築
の
影
に
灰
見
え
て
、
男
波
女
波
の
寄
せ
返
す
断
崖
は
、
朝
日
に
匂
ふ

波
の
花
紅
し
。
と
、
汀
の
麓
洲
揺
ら
ぎ
て
漕
き
出
づ
る
小
舟
一
つ
。

一
濯
一
波
、
静
か
に
波
を
刻
ん
で
、
船
頭
の
松
の
如
き
腕
に
操
つ
る
擦
の
ま
げ
い
ま

に
、
白
積
額
く
づ
る
h
波
を
舶
に
散
ら
し
つ
、
笠
の
上
、
種
穫
の
袖
、
波
の
上
、
森

の
影
、
万
象
悉
く
濃
き
紅
色
に
染
め
ら
れ
て
、
松
の
樹
影
に
倫
を
重
る
』
老
翁
の
姿

も
神
々
し
。

岸
に
庁
づ
み
し
我
は
絵
筆
執
り
て
身
様
え
ぬ
。
絵
の
如
き
湖
の
景
色
は
我
が
感
興

の
琴
線
に
触
れ
て
、
規
と
ほ
と
ば
し
る
紅
の
色
、
雪
の
如
き
ワ
y
卜
7

ン
に
躍
る
景

物
や
何
?
、
山
か
、
森
か
、
宇
一
息
築
か
、
小
舟
か
。

五

美
し
き
夏
曙
の
景
色
に
憤
僚
れ
し
我
は
、
愛
ら
し
き
妹
の
、
朝
銅
を
促
す
べ
く
、

後
に
立
て
る
を
覚
え
ぎ
り
き
。
難
、
五
羽
六
羽
け
た
た
ま
し
く
な
く
我
が
茅
屋
に
、

我
は
歓
喜
と
平
和
に
満
て
る
我
境
遇
を
喜
び
つ
¥
歩
を
移
し
ぬ
。
小
川
の
水
車
は

緩
や
け
き
乳
音
を
朝
霧
の
裡
に
響
か
せ
て
、
葛
か
ら
む
茅
屋
の
簸
に
は
、
白
露
涼
し

き
朝
顔
の
四
五
輪
。

(
明
治
三
九
年
一

O
月
『
巴
峡
』
第
十
号
)
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呪

ふ

べ

き

星

董

主

義

倉

田

百

西
洋
文
明
が
我
園
に
停
へ
ら
れ
て
以
来
、
欧
米
の
新
思
想
は
活
々
と
し
て
我
園
に

入
り
来
り
ぬ
、
乙
れ
等
の
新
思
想
は
我
鎖
薗
の
夢
を
醒
す
暁
鐘
な
り
き
、
而
し
て
我

国
を
し
て
、
今
日
の
如
き
文
明
を
生
ま
し
め
た
り
。
然
れ
ど
も
、
乙
の
思
想
の
潮
流

は
、
又
種
々
の
呪
ふ
べ
き
暗
流
を
伴
ひ
て
止
ま
ざ
り
き
、
奔
金
主
義
、
利
己
主
義
、

ニ
ツ
チ
ヱ
主
義
等
是
也
、
而
し
て
我
所
謂
星
蓋
主
義
も
、
其
最
大
な
る
も
の
h

一也。

星
董
主
義
は
ラ
テ
ン
民
族
に
よ
り
て
我
図
に
入
り
来
れ
り
、
維
新
以
前
の
儒
教
的

道
徳
に
よ
り
て
束
縛
せ
ら
れ
、
久
し
く
其
の
思
想
を
産
迫
せ
ら
れ
た
り
し
我
国
人
の

限

K
、
乙
の
自
由
な
る
、
こ
の
花
や
か
な
る
思
想
は
、
如
何
に
美
し
く
映
じ
た
り
し



ぞ
、
沙
撲
を
旅
す
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
オ
ア
シ
ス
の
影
は
天
園
と
も
見
ゆ
べ
し
、
我
も

人
も
争
ひ
て
こ
の
思
想
に
接
鯛
し
、
久
し
か
ら
ず
し
て
、
星
蓋
主
義
は
治
々
と
し
て
、

天
下
青
年
の
心
を
蝕
す
る
に
到
れ
り
。

同
生
革
主
義
の
原
想
と
す
る
所
は
、
美
術
生
活
な
り
、
現
世
の
快
楽
伝
り
、
漠
た
る

竿
恕
に
耽
り
て
現
賓
を
没
却
し
、
美
に
心
酔
し
、
楽
に
惑
溺
す
、
而
し
て
一
朝
生
存

毎
年
場
佐
げ
双
つ
や
、
せ
き
空
想
は
苦
き
現
賓
と
衝
突
し
て
、
忽
ち
破
ら
れ
、
終
に

煩
悶
し
厭
世
す
る
に
到
る
、
其
鹿
に
努
力
奮
闘
の
悌
ゐ
る
を
見
ず
。
天
に
輝
く
星
を

仰
ぷ
て
ハ
イ
ネ
の
詩
を
請
す
る
は
、
彼
等
の
飲
す
る
所
也
、
波
荒
き
大
洋
に
舟
を
浮

べ
て
、
潮
吹
く
大
鯨
と
戦
ふ
は
、
彼
れ
等
の
企
つ
べ
き
事
に
あ
ら
ず
、
春
の
野
に
惣

人
と
携
へ
て
、
蔓
を
摘
h
U
は
彼
等
の
好
ひ
所
也
、
寒
風
氷
る
冬
の
朝
、
剣
を
揮
う
て

武
を
練
る
が
如
き
は
、
彼
等
の
欲
す
る
所
に
非
る
也
。
近
来
、
新
聞
紙
上
に
屡
々
嘉

門
お
し
久
い
』
の
康
告
を
見
る
、
鳴
呼
、
我
大
学
生
の
中
に
は
、
白
粉
を
塗
り
て
婦

女
子
の
態
を
犠
打
A

者
め
る
な
り
、
こ
の
一
事
既
に
、
近
来
青
年
の
軟
化
し
、
婦
女
子

化
せ
る
事
を
証
明
し
て
除
り
ゐ
ら
ず
や
、
宜
な
る
哉
、
準
生
堕
落
の
磐
の
天
下
に
か

ま
び
す
し
き
事
や
。

兇
寸
は
須
く
動
か
る
べ
し
、
堂
々
た
る
べ
し
、
女
子
は
須
く
優
し
か
る
べ
し
、
窃

実
た
る
べ
し
、
男
性
と
女
性
と
は
正
に
反
針
の
方
面
に
於
て
、
各
濁
特
の
美
を
毅
揮

ト
べ
き
も
の
也
、
か
の
美
し
き
藤
は
雄
々
し
き
松
に
か
ら
心
が
如
く
、
白
く
、
優
し

く
什
魚
の
如
き
女
性
の
手
と
、
黒
く
、
逗
し
く
、
銭
の
如
き
男
性
の
腕
と
結
ば
し
め

て
乙
そ
、
始
め
て
美
し
く
旦
自
然
な
る
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
生
ず
る
な
れ
。
議
者
よ
、

政
似
附
す
る
勿
れ
、
余
は
美
を
尻
ふ
も
の
に
は
非
る
也
、
義
家
が
勿
来
の
闘
の
棲
花
に

歌
を
泳
じ
、
八
代
大
佐
が
月
臼
き
甲
板
下
に
尺
八
を
奏
せ
し
が
如
き
、
何
等
の
美
談

そ
や
こ
れ
勇
と
美
と
を
兼
ね
た
る
者
に
し
て
、
貿
に
詩
の
極
致
也
。

然
れ
と
も
余
は
美
に
心
酔
す
る
勿
れ
、
惑
溺
し
て
己
を
忘
る
h
勿
れ
と
言
ふ
也
、

現
今
の
社
舎
は
詩
を
歌
ふ
て
暮
ら
す
べ
く
、
あ
ま
り
に
複
雑
也
、
花
に
埋
れ
蝶
と
戯

れ
て
暮
ら
す
べ
く
、
あ
ま
り
に
激
烈
な
れ
ば
也
。
最
も
星
董
主
義
の
行
は
る
L
備
圏

の
漸
く
衰
へ
つ
h

あ
る
を
見
よ
、
著
修
栄
華
に
耽
り
し
平
氏
の
末
路
を
見
よ
、
今
や

世
を
挙
げ
て
堕
弱
と
な
り
、
放
侠
と
な
り
、
尚
武
廉
潔
の
武
士
道
の
光
は
漸
く
消
滅

せ
ん
と
す
る
也
。
思
ふ
に
今
日
の
平
和
は
、
武
力
的
平
和
な
り
、
軍
艦
と
、
軍
隊
と

を
以
っ
て
平
和
を
貿
へ
る
也
、
弱
肉
強
食
の
惨
劇
は
世
界
到
る
所
に
演
ぜ
ら
れ
つ
》

ゐ
る
也
、
乙
の
時
に
於
て
、
将
来
の
白
本
を
縫
績
す
べ
き
青
年
が
、
チ
ァ
ク
に
香
水

に
身
を
や
っ
し
、
安
逸
に
耽
り
て
可
な
ら
ん
や
。

諸
君
よ
、
星
蓋
に
憤
僚
す
る
は
婦
女
に
委
ね
よ
、
美
は
女
の
生
命
な
れ
ば
な
り
、

男
子
は
須
く
、
剣
を
愛
し
、
パ

y
ト
を
握
れ
よ
、
男
子
の
生
命
は
競
争
な
り
、
活
動

な
り
、
奮
騎
な
れ
ば
也
。

(
明
治
四
一
年
七
月
『
巴
峡
』
第
十
二
号
)
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